
（占用記載例）法定外公共物占用等許可申請書
新

規

更

新

変

更

土第 号

年 月 日

令和〇〇年〇〇月〇〇日

（宛先）岡崎市長 様
〒 444-8601

住 所 岡崎市十王町２丁目９番地

氏 名 十王 太郎

担当者 岡崎 一郎

ＴＥＬ 0564-23-6000

岡崎市法定外公共物管理条例第５条１項の規定により許可を申請します。

占用の目的

家庭用排水管埋設

（岡崎市法定外公共物管理条例第４条第 1 号該当）

占用の場所 岡崎市○〇町字□丁目△番地 地先

占 用 物 件
名 称 規 模 数 量

○〇管（PE管,VU管,CSB等）
※管種を記入してください

φ〇〇㎜ Ｌ＝〇.〇ｍ
※小数点第一位まで記入

占用の期間
令和〇〇年〇〇月〇〇日から

令和〇〇年〇〇月〇〇日まで
間
占用物件

の 構 造
別紙のとおり

工事の時期
令和〇〇年〇〇月〇〇日から

令和〇〇年〇〇月〇〇日まで
間
工事実施

の 方 法
別紙のとおり

復 旧 方 法 別紙のとおり 添付書類
位置図、工事仕様書、平面図、

断面図、写真他

備考

本申請は、法定外公共物管理条例第11条3号に該当するため、同法施行規則第４条に記載の

通り減免願います。

※個人の排水管の場合、占用料が免除になるため記載してください。

記載要項

1
新

規

更

新

変

更
については，該当するものを○で囲み、更新・変更の場合には、従前の許可書または

回答書の番号及び年月日を記載すること。

2 申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には名称及び代表者の

氏名を記載するとともに、「担当者」の欄に所属・氏名を記載すること。

3 「場所」の欄には，地番まで記載すること。占用等が２以上の地番にわたる場合には，起点と終点を記載す

ること。

4 変更の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のものを( )書き

すること。

※道路使用許可申

請の期間に係わら

ず、余裕を持った

工期とすること

占用の場合は第４条第１項に該当

承認工事の場合は４条第３項に該当
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位置図
※ 図面の大きさは、日本工業規格Ａ４以上としてください。

主な明示事項 留意事項

・申請地

・方位

・目標となる施設

申請する箇所を明示

学校、公園などの位置を記載

申請地

①
添付書類 ５



・計画平面図

主な明示事項
・舗装復旧範囲
・掘削線
・周囲の状況
・占用箇所

Ｕ字溝

L字側溝

凡例
縮尺１/○○ 掘削線

舗装復旧線

※掘削線より舗装影響範囲３０㎝を余分に舗装をしてください。
影響範囲より１ｍ以内に絶縁線がある場合は絶縁線まで一帯で復旧してください

・計画断面図（Ａ-Ａ’）
主な明示事項
・道路境界線
・土被り

・占用延長

※側溝下の施工方法を明記して下さい

Ｌ型側溝

縮尺1/○○

※土被りが６０センチ未満の場合はコンクリート巻（厚さ１０㎝）またはﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄでの施工をしてください。
雨水管については上下水道局管理のものがあります。その場合は水道局に申請をしてください。
狭あい道路等で、道路後退用地がある時に、市へ帰属（寄附）する場合は帰属部分の延長を含めてください。

①

（Ａ-Ａ’）
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道路境界

民地官地

雨水本管

Φ○○ｍｍ

民地内

最終桝

道路境界

道路幅 ○○ｍ

占用延長 ○○ｍ

土被り ○○ｍ

土被り ○○ｍ

Φ100ｍｍ ＶＵ管

雨水本管

Φ○○ｍｍ

○〇管

Φ○○ｍｍ


